
 
 

 

ぶらり文学

散歩 

明治 40 年秋－石川啄木の札幌を歩く 

新聞記者・石川啄木の絶賛した札幌 

天才歌人・石川啄木（明治 19＝1886年～明治 45

＝1912 年、享年 26）は明治 40（1907）年 5 月、

故郷・岩手を離れ、北海道に渡ってきた。 

 

最初に訪れた函館で大火に見舞われたため、新

聞記者の職を求め、9 月 14 日、初めて札幌の地を

踏む。「美しき北の都」「しめやかな恋のありそうな

郷」「詩人の住むべき都会」として札幌を絶賛した

啄木だったが、実際にはわずか 2週間の滞在で、9

月 27 日には札幌を離れてしまう。 

 

啄木の北海道流浪は小樽、釧路へと明治 41 年 4

月まで続いた。社会への関心を開眼させた北海道

生活の中で、最も短いながらも凝縮した時間であ

った「明治 40 年秋」の啄木の札幌の日々をあらた

めて現地を歩き、追体験する。 

 

石川啄木の北海道放浪期間 

1907年（明治 40 年）5月 5日～ 

1908年（明治 41 年）4月 5日 

 

 

 

コース：              

大通西 3 丁目～札幌駅～北 7 条西 4 丁目 

 

 

案内人 





石
川
啄
木
の
札
幌
を
め
ぐ
る 

▼
石
川
啄
木
文
学
碑
（
大
通
公
園
・
西
３
） 

１
９
８
１
年
９
月
１
４
日
（
啄
木
来
札
か
ら
７
４
年
目
）
に
「
石
川
啄
木
記
念

像
設
立
期
成
会
」
に
よ
り
建
立
。
ブ
ロ
ン
ズ
彫
刻
は
坂
坦
道
作
。「
し
ん
と
し
て
幅

廣
き
街
の
／
秋
の
夜
の
／
玉
蜀
黍
の
焼
く
る
に
ほ
ひ
よ
」の
歌
は
中
野
北
溟
・
書
。

除
幕
式
で
は
川
越
守
作
曲
に
よ
る
「
さ
っ
ぽ
ろ
啄
木
の
歌
」
が
た
く
ぎ
ん
銀
声
会

に
よ
り
披
露
さ
れ
た
。 

 

▼
北
海
タ
イ
ム
ス
（
大
通
西
４
） 

 

札
幌
の
有
力
紙
と
し
て
「
北
海
新
聞
」
が
１
８
８
７
年
、
大
通
西
３
に
誕
生
。

同
紙
は
「
北
海
道
毎
日
新
聞
」
と
改
題
後
、
１
９
０
１
年
「
北
門
新
報
」「
北
海
時

事
」
と
合
併
し
「
北
海
タ
イ
ム
ス
」
と
な
っ
た
。
本
社
は
北
門
新
報
の
あ
っ
た
南

大
通
西
４
丁
目
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
西
３
丁
目
に
移
る
。 

石
川
啄
木
は
な
ん
ど
も
同
社
へ
入
る
こ
と
を
希
望
し
た
が
、果
た
せ
な
か
っ
た
。 

《
あ
る
日
、
雨
情
か
ら
「
友
人
の
石
川
と
い
う
男
を
タ
イ
ム
ス
に
採
用
し
て
く
れ
ま
い
か
」
と

頼
ま
れ
た
記
憶
も
あ
る
が
、
こ
れ
が
啄
木
で
あ
る
。（
中
略
）
会
見
の
場
所
は
米
風
亭
と
い
う
こ

と
に
し
て
、
約
束
の
日
時
に
出
か
け
る
と
、
す
で
に
野
口
は
石
川
と
思
わ
れ
る
青
年
と
二
人
で

二
階
の
座
敷
で
私
の
来
る
の
を
待
っ
て
い
た
。（
中
略
）
彼
が
も
し
タ
イ
ム
ス
社
に
入
社
し
て
い

た
と
し
た
ら
、
お
そ
ら
く
は
、
平
凡
な
一
地
方
新
聞
者
で
終
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。》 

（
山
口
政
民
「
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
啄
木
」） 

北
海
タ
イ
ム
ス 

東
武
、
阿
部
宇
之
八
両
氏
の
理
事
と
し
て
経
営
す
る
処
、
新
進
俊
才
の
記
者

を
集
め
、
輪
転
印
刷
機
を
以
て
、
数
万
部
の
読
者
を
有
し
、
無
休
刊
の
大
新
聞
、
東
京
に
支
局
を

置
き
中
央
主
府
の
報
道
に
怠
ら
ず
、
全
道
各
地
に
支
社
出
張
所
を
置
き
、
勢
力
愈
加
わ
り
牢
乎

と
し
て
基
礎
益
々
堅
く
、
本
道
唯
一
の
新
聞
紙
た
り
（
大
通
西
四
丁
目
電
話
一
六
四
番
） 

北
門
新
報 

村
上
祐
氏
を
戴
き
て
上
野
寛
一
氏
編
輯
に
長
た
り
。
本
紙
一
度
び
再
興
せ
ら
る

る
や
、
議
論
の
侃
々
と
痛
快
と
を
以
て
読
者
の
歓
迎
頗
る
深
大
な
り
し
も
、
至
難
の
事
業
は
支

障
相
次
で
起
り
、
経
営
意
の
如
く
な
ら
ざ
る
も
の
な
り
、
休
刊
以
来
既
に
四
ヶ
月
に
亘
り
て
、
未

だ
此
好
新
聞
に
接
す
る
を
得
ざ
る
は
残
懐
の
事
な
り
と
す 

（「
札
樽
便
覧
」
１
９
０
８
） 

 ▼
米
風
亭
（
南
１
西
２
） 

米
風
亭
は
現
在
の
米
風
亭
（
南
３
西
１
）
と
は
別
。
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇

六
年
）
に
岩
井
徳
松
が
開
業
し
た
評
判
の
西
洋
料
理
店
。 

●
米
風
亭 

丸
吉
洋
食
店
と
対
し
て
、
斯
界
一
方
の
王
た
ら
ん
も
の
を
即
ち
米
風
亭
と
な
す
、

店
主
は
多
年
米
国
に
在
り
て
厨
房
界
に
研
鑽
苦
心
の
人
た
り
し
を
以
て
、
其
美
味
と
配
味
の
妙

は
所
謂
是
れ
群
を
抜
く
も
の
に
し
て
、
開
業
日
未
だ
浅
し
と
雖
も
、
眷
顧
頗
る
深
し
と
云
う
（「
札

樽
便
覧
」） 

 
▼
北
鳴
新
報
社
（
北
１
西
２
） 

詳
細
不
明
。
北
１
条
西
２
丁
目
に
あ
っ
た
。
社
長
は
伊
藤
山
華
。
新
聞
は
出
た

り
出
な
か
っ
た
り
だ
っ
た
。
雨
情
は
編
集
長
格
で
あ
っ
た
。 



■
野
口
雨
情
（
の
ぐ
ち
・
う
じ
ょ
う
、
１
８
８
２
～
１
９
４
５
）
詩
人
。
本
名
英
吉
。
茨
城
県

生
れ
。
東
京
専
門
学
校
中
退
。
大
正
中
期
の
民
謡
・
童
謡
興
隆
の
機
運
の
中
で
，
職
を
転
々
と
変

え
な
が
ら
，
素
朴
な
田
園
的
情
趣
を
主
体
と
し
た
作
品
を
多
く
発
表
。
北
原
白
秋
や
西
条
八
十

の
都
会
的
風
趣
と
対
照
さ
れ
た
。
民
謡
「
船
頭
小
唄
」「
波
浮
の
港
」
や
童
謡
「
十
五
夜
お
月
さ

ん
」「
青
い
目
の
人
形
」
な
ど
は
広
く
愛
唱
さ
れ
た
。
１
９
０
７
年
５
月
北
海
道
に
渡
り
北
鳴
新

報
社
に
入
社
。
９
月
２
３
日
、
石
川
啄
木
を
知
り
、
と
も
に
小
樽
日
報
社
に
入
社
。
翌
年
５
月
北

海
タ
イ
ム
ス
社
、
１
９
０
９
年
６
月
胆
振
新
報
社
に
転
じ
、
同
年
末
郷
里
に
帰
っ
た
。 

 ▼
北
門
新
報
社
（
北
４
西
２
） 

「
北
門
新
報
」
は
１
８
９
１
年
、
小
樽
で
青
年
実
業
家
金
子
元
三
郎
に
よ
り
発

刊
。
土
佐
出
身
の
自
由
民
権
論
者
の
中
江
兆
民
を
主
筆
と
し
て
迎
え
て
い
る
。
創

刊
翌
年
５
月
、
札
幌
大
火
で
北
海
道
毎
日
新
聞
が
類
焼
し
た
す
き
に
、
南
大
通
西

４
丁
目
に
小
樽
か
ら
本
社
を
移
転
さ
せ
た
。
合
併
で
同
紙
は
な
く
な
っ
た
が
、
同

名
の
新
聞
が
い
く
つ
も
現
れ
た
。
啄
木
が
勤
め
た
北
門
新
報
は
１
９
０
６
年
創
刊

の
第
４
次
で
、
住
所
は
北
４
条
西
２
丁
目
１
番
地
。
東
急
デ
パ
ー
ト
北
口
付
近
。 

 

《
◎
札
幌
に
は
新
聞
が
三
つ
。
第
一
は
北
海
タ
イ
ム
ス
、
第
二
は
北
門
新
報
、
第
三
は
野
口
君

の
居
ら
れ
た
北
鳴
新
聞
。
発
行
部
数
は
、
タ
イ
ム
ス
は
一
万
以
上
、
北
門
は
六
千
、
北
鳴
は
八
九

百
（
？
）
と
い
ふ
噂
で
あ
つ
た
が
、
予
は
北
門
の
校
正
子
と
し
て
住
込
ん
だ
の
だ
。
当
時
野
口
君

の
新
聞
は
休
刊
中
で
あ
つ
た
。》（
石
川
啄
木
「
悲
し
き
思
出 

野
口
雨
情
君
の
北
海
道
時
代
」） 

 ▼
札
幌
北
星
女
学
校
（
北
４
西
１
） 

１
８
８
７
年
サ
ラ
・
Ｃ
・
ス
ミ
ス
に
よ
り
開
設
（
北
１
西
６
）。
１
８
９
４
年
北

星
女
学
校
に
名
称
変
更
し
、
北
４
西
１
に
移
転
し
た
。
聖
書
・
英
文
・
家
政
専
攻

科
。
１
９
２
９
年
に
南
５
西
１
７
に
移
転
。 

 
 

↑

北
４
西
１
に
移
転
し
た
頃
の
校
舎
。
下
は
久
保
守
「
札
幌
北
星
女
学
校
」（
１
９
２
３―

２
４
） 

 

▼
五
号
館
（
北
４
西
３
） 

１
８
９
９
年
に
種
苗
・
農
機
具
の
販
売
業
で
あ
っ
た
札
幌
興
農
園
が
北
４
西
３

に
横
浜
の
外
国
人
居
留
地
の
洋
館
を
模
し
た
赤
れ
ん
が
造
り
、
２
階
建
て
の
店
舗

を
開
設
し
た
。
１
９
０
６
年
に
は
五
番
館
と
し
て
北
海
道
内
で
最
初
の
百
貨
店
と

な
る
。 

２
０
０
９
年
９
月
、
後
継
店
と
な
っ
て
い
た
札
幌
西
武
閉
店
。 

 
▼
北
海
道
庁
（
北
３
西
５
） 

■
向
井
夷
希
微
（
む
か
い
・
い
き
び
、
１
８
８
１
～
１
９
４
４
） 

青
森
県
生
ま
れ
。
本
名
・
永

太
郎
。
父
は
会
津
藩
士
。
生
後
間
も
な
く
母
方
の
祖
父
母
に
ひ
き
と
ら
れ
て
北
海
道
に
渡
り
、
別



海
、
根
室
、
網
走
で
育
つ
。
の
ち
母
方
の
伯
父
の
養
子
と
な
り
鹿
児
島
へ
。
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼

を
受
け
、
鹿
児
島
造
士
館
中
学
を
経
て
第
一
高
等
学
校
中
退
。
１
９
０
２
年
根
室
の
花
咲
小
学

校
代
用
教
員
と
な
り
、
こ
の
頃
か
ら
詩
作
を
始
め
「
文
庫
」「
新
声
」
な
ど
に
投
稿
。
１
９
０
３

年
函
館
の
北
海
道
鉄
道
会
社
に
転
じ
、
英
語
の
私
塾
を
営
む
。
飯
田
白
圃
（
房
吉
）
ら
と
同
人
詩

誌
「
牧
笛
」
発
行
。
宮
崎
郁
雨
、
石
川
啄
木
ら
の
「
紅
苜
蓿
」
に
も
か
か
わ
る
。
１
９
０
７
年
北

海
道
庁
拓
殖
部
林
務
係
に
転
じ
、
札
幌
、
函
館
に
勤
務
し
た
の
ち
上
京
し
た
。
な
お
、
向
井
豊
昭

（
１
９
３
３
～
２
０
０
８
）
は
孫
。
岡
和
田
晃
『
向
井
豊
昭
の
闘
争 

異
種
混
交
性
（
ハ
イ
ブ
リ

デ
ィ
テ
ィ
）
の
世
界
文
学
』
が
あ
る
。 

 

九
月
十
四
日 

 

土 

 

午
前
四
時
小
樽
着
、
下
車
し
て
姉
が
家
に
入
り
、
十
一
時
半
再
び
車
中
の
人
と
な
り
て
北
進

せ
り
、
銭
函
に
い
た
る
間
の
海
岸
い
と
興
多
し
、
銭
函
を
す
ぎ
て
よ
り
汽
車
漸
や
く
石
狩
の
原

野
に
入
り
一
望
郊
野
立
木
を
交
ぜ
て
風
色
新
た
な
り
。
時
に
稲
田
の
穂
波
を
見
て
興
が
り
ぬ
。 

午
后
一
時
数
分
札
幌
停
車
場
に
着
、
向
井
松
岡
二
君
に
迎
へ
ら
れ
向
井
君
の
宿
（
北
七
条
西
四
ノ

四
田
中
方
）
に
い
た
る
、（
石
川
啄
木
「
明
治
四
十
丁
未
（
て
い
び
＝
ひ
の
と
ひ
つ
じ
）
歳
日
記
」） 

 

▼
札
幌
停
車
場
（
北
５
西
３
） 

改
札
口
か
ら
広
場
に
出
る
と
、
私
は
一
寸
立
停
つ
て
見
た
い
様
に
思
つ
た
。
道
幅
の
莫
迦
に

広
い
停
車
場
通
り
の
、
両
側
の
ア
カ
シ
ヤ
の
街
樾
（
な
み
き
）
は
、
蕭
条
た
る
秋
の
雨
に
遠
く
／

＼
煙
つ
て
ゐ
る
。
其
下
を
往
来
す
る
人
の
歩
み
は
皆
静
か
だ
。
男
も
女
も
し
め
や
か
な
恋
を
抱

い
て
歩
い
て
る
様
に
見
え
る
。
蛇
目
の
傘
を
さ
し
た
若
い
女
の
紫
の
袴
が
、
そ
の
周
匝
の
風
物

と
し
つ
く
り
調
和
し
て
ゐ
た
。
傘
を
さ
す
程
の
雨
で
も
な
か
つ
た
。 

 

『
こ
の
逵
は
僕
等
が
ア
カ
シ
ヤ
街
と
呼
ぶ
の
だ
。
彼
処
に
大
き
い
煉
瓦
造
り
が
見
え
る
。
あ
れ

は
五
号
館
と
い
ふ
の
だ
。…

…

奈
何
だ
、
気
に
入
ら
な
い
か
ね
？
』 

 

『
好
い
！ 

何
時
ま
で
も
住
ん
で
ゐ
た
い―

―

』 

  

実
際
私
は
然
う
思
つ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
石
川
啄
木 

小
説
「
札
幌
」） 

 
 ▼
啄
木
の
札
幌
の
下
宿
（
北
７
西
４
） 

 
 

↑

上
・
地
図
は
好
川
之
範
「
啄
木
の
札
幌
放
浪
」
よ
り
。
葛
西
茂
雄
作
の
啄
木
像
。
坂
坦
道
氏
の

指
導
に
よ
る
も
の
で
、
１
９
７
６
年
に
北
区
ロ
ビ
ー
に
展
示
さ
れ
た
。 

 

田
中
ヒ
サ
は
１
８
８
９
年
生
ま
れ
で
啄
木
よ
り
３
歳
下
。
１
９
０
７
年
北
星
女
学
校
卒
業
。
啄

木
が
そ
の
秋
に
ヒ
サ
の
い
る
家
に
下
宿
し
た
。
あ
る
じ
は
田
中
サ
ト
、
妹
に
英
子
が
い
た
。
姉
の

久
子
は
《「
丸
顔
で
色
白
、
少
々
や
ぶ
に
ら
み
気
味
で
あ
る
の
と
片
頬
に
で
き
る
え
く
ぼ
が
「
人
好

き
の
す
る
表
情
」
を
作
り
出
し
て
い
た
。
時
々
「
絶
え
絶
え
な
声
」
で
賛
美
歌
を
歌
っ
た
。
／
あ

る
と
き
、
机
の
上
の
瓶
に
さ
し
た
花
の
名
前
を
啄
木
に
聞
か
れ
て
、
彼
女
は
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
と
答

え
た
が
、
そ
の
と
き
「
耳
の
根
を
仄
の
り
紅
く
し
て
い
る
の
を
、
啄
木
は
見
逃
さ
な
か
っ
た
」 

（
山
下
多
恵
子
『W

ergiß
 m

ein
 n

ich
t 

忘
れ
な
草 

啄
木
の
女
性
た
ち
』
よ
り
） 



▼
啄
木
文
学
碑
・
偕
楽
園
緑
地 

（
北
７
西
７
）
啄
木
没
後
１
０
０
年
記
念
。
２
０

１
２
年
９
月
１
５
日
に
「
札
幌
に
啄
木
の
歌
碑
を
建
て
る
会
」
に
よ
る
。 

 
 

 

【
札
幌
の
ほ
か
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
】 

■
札
幌
林
檎
園
歌
碑 

平
岸
の
天
神
山
に
「
石
狩
の
都
の
外
の
君
が
家
林
檎
の
花

の
散
り
て
や
あ
ら
む
」
の
歌
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
リ
ン
ゴ
の
縁
の
み
。 

■
橘
智
恵
子
の
生
家
（
東
区
北
１
１
東
１
２
） 

■
札
幌
村
郷
土
資
料
館
（
東
区
北
１
３
東
１
６
）
橘
智
恵
子
の
手
紙
・
学
籍
簿 

 

石
川
啄
木 

「随
筆
・秋
風
記
」（一
九
〇
七
）よ
り 

 

小
引 

明
治
四
十
年
八
月
二
十
五
日
夜
の
函
館
大
火
は
驚
く
べ
き
惨
劇
を
演
出
し
て
一

時
殆
ど
区
の
生
命
を
絶
て
り
。
予
当
時
弥
生
尋
常
小
学
校
に
代
用
教
員
た
り
薄
給

僅
か
に
十
二
金
遂
に
一
家
数
人
の
口
を
糊
す
べ
か
ら
ず
。
乃
ち
函
館
日
々
新
聞
の

招
に
応
じ
未
だ
校
を
辞
せ
ざ
る
に
暑
中
休
暇
を
幸
と
し
入
り
て
同
社
に
遊
軍
た
り

給
十
五
金
の
約
成
る
。
生
れ
て
初
め
て
新
聞
記
者
と
な
り
僅
か
に
八
日
を
経
。
火

起
り
て
社
先
づ
焼
け
学
校
亦
烏
有
に
帰
す
。
社
は
容
易
に
立
つ
能
は
ざ
る
も
の
の

如
く
学
校
亦
無
資
格
者
淘
汰
の
噂
頻
り
な
り
。
九
月
に
入
り
札
幌
に
在
る
詞
友
夷

希
微
向
井
永
太
郎
君
よ
り
飛
電
あ
り
来
り
て
北
門
新
報
社
に
入
れ
月
十
五
金
を
給

せ
む
と
。
乃
ち
其
月
十
三
日
夕
星
黒
き
焼
跡
に
名
残
を
惜
み
て
秋
風
一
路
北
に
向

ひ
翌
十
四
日
札
幌
に
着
き
向
井
君
の
宿
な
る
北
七
条
西
四
丁
目
四
、
田
中
方
に
仮

寓
を
定
む
。
翌
日
初
め
て
露
堂
小
国
善
平
君
に
逢
ふ
。
君
は
予
と
同
県
宮
古
の
人

今
北
門
の
硬
派
記
者
た
り
予
を
同
社
に
推
薦
し
た
る
は
此
人
な
り
。
十
六
日
よ
り

出
社
し
伊
藤
和
光
君
と
共
に
宿
直
室
に
あ
り
て
校
正
の
事
に
従
ふ
。『
秋
風
記
』
は

乃
ち
此
哀
れ
な
る
校
正
子
が
入
社
の
辞
に
し
て
載
せ
て
十
八
日
の
紙
上
に
ふ
あ
り
。

後
数
日
畏
友
梁
川
綱
島
栄
一
郎
氏
の
訃
に
接
し
悲
風
千
里
よ
り
来
る
の
感
あ
り
弔

文
を
草
し
て
余
白
を
借
る
。
連
載
三
日
而
し
て
其
最
後
の
日
乃
ち
二
十
七
日
は
実

に
予
が
小
樽
日
報
の
創
業
に
参
加
す
る
の
約
已
に
成
り
た
る
時
に
し
て
同
日
夕
予

は
愴
惶
行
李
を
整
へ
て
小
樽
に
向
へ
り
し
也
。
滞
在
僅
々
二
週
日
の
み
。
丁
未
の

秋
静
か
な
る
札
都
の
夢
は
茲
に
名
残
を
此
二
篇
に
留
む
。 

於
小
樽
花
園
町 

 
 
 
 

啄
木
識 



 
秋
風
記 

◎
遂
に
予
は
放
浪
の
民
な
り
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
の
徒
な
り
、
天
が
下
家
な
き
児

な
り
。
今
年
五
月
の
初
め
、
一
人
み
ち
の
く
の
花
を
後
に
し
て
潮
速
き
津
軽
の
海

を
渡
り
、
巴
港
湾
頭
に
居
を
ト
し
て
よ
り
僅
か
に
百
二
十
有
余
日
、
朝
に
大
森
の

浜
の
濤
声
を
友
と
し
、
夕
碧
血
碑
畔
の
暮
風
に
嘯
け
ど
も
、
身
世
の
匆
劇
徒
ら
に

苦
思
を
醸
す
こ
と
多
く
、胸
裡
深
く
瓢
泊
の
愁
を
蔵
し
て
は
又
心
頭
白
雲
を
浮
べ
、

肘
を
曲
げ
て
石
上
に
眠
る
の
閑
な
し
。
焉
ん
ぞ
秀
句
一
絶
陶
と
し
て
世
を
忘
る
る

の
興
あ
ら
む
や
。
友
白
村
よ
く
飲
み
白
鯨
よ
く
歌
ふ
、
相
共
に
携
へ
て
高
頭
笑
傲

し
、
漫
に
世
事
を
罵
り
て
以
て
僅
か
に
悶
を
遣
り
き
。
八
月
二
十
五
日
の
夜
、
火

帝
東
風
に
乗
じ
、
其
威
あ
た
る
べ
か
ら
ず
、
紅
舌
立
所
に
万
戸
を
甜
め
尽
し
て
熱

風
海
波
を
沸
か
し
、
須
臾
に
し
て
函
館
の
全
市
殆
ん
ど
烏
有
に
帰
し
了
ん
ぬ
。
予

一
人
心
に
快
哉
を
絶
叫
し
て
、
天
火
人
火
、
地
に
革
命
到
る
と
な
せ
り
。
人
よ
、

予
を
以
て
徒
ら
に
世
を
呪
ひ
人
を
咀
ふ
者
と
な
す
勿
れ
。
鯨
児
尺
池
に
入
れ
ば
、

其
水
必
ず
溢
る
。
予
が
胸
中
の
心
火
、
滅
せ
ん
と
し
て
滅
せ
ず
、
其
煙
出
る
の
路

を
知
ら
ず
、
乃
ち
筆
舌
を
か
り
て
反
逆
の
声
を
な
す
の
み
。
寧
ろ
憐
れ
む
べ
か
ら

ず
や
。 

九
月
十
三
日
夜
、
星
黒
き
焼
跡
の
風
に
送
ら
れ
て
、
予
は
鉄
車
一
路
北
遊
の
途

に
つ
け
り
。
亀
田
駅
に
て
友
と
別
る
れ
ば
身
は
む
さ
苦
し
き
車
室
の
中
に
あ
り
て

腰
下
す
席
も
な
し
。
窓
を
明
け
て
南
天
臥
牛
山
を
望
む
、
沈
と
し
て
眠
る
が
如
く

劫
初
よ
り
覚
め
ざ
る
が
如
し
。
其
麓
に
連
れ
る
万
点
の
火
光
は
予
が
為
め
に
懐
か

し
き
人
々
の
夢
を
語
り
て
囁
く
が
如
く
瞬
け
り
。
荘
厳
な
る
夜―

―

歴
史
以
前
よ

り
変
る
事
な
き
夜
の
力
は
、
浩
蕩
の
彼
方
よ
り
迫
り
来
り
て
予
が
心
を
圧
し
ぬ
、

漸
や
く
一
席
を
得
て
腰
を
下
し
、
腕
を
拱
い
て
瞑
目
す
れ
ば
新
ら
し
き
流
離
の
愁

泉
の
如
く
湧
き
来
り
て
涙
の
味
は
い
と
も
苦
か
り
き
。 

翌
暁
小
樽
に
下
車
、
数
刻
に
し
て
再
び
車
中
の
人
と
な
り
、
銭
函
駅
を
過
ぐ
れ

ば
眼
界
忽
ち
変
じ
て
、
秋
雲
雨
を
含
め
る
石
狩
の
大
平
原
を
眺
め
ぬ
。
赤
楊
の
木
立

を
交
へ
た
る
蘆
荻
の
間
よ
り
名
知
ら
ぬ
鳥
の
飛
び
立
ち
た
る
を
見
て
、
何
と
は
な

く
露
西
亜
の
田
園
を
行
く
思
ひ
し
ぬ
。
ツ
ル
ゲ
ネ
ー
フ
が
「
猟
夫
日
記
」
さ
て
は

ト
翁
が
「
コ
サ
ツ
ク
」
中
の
銃
猟
の
章
な
ど
心
に
残
れ
る
為
め
な
る
べ
し
。
午
後

一
時
少
し
過
ぎ
て
身
は
既
に
美
し
き
北
の
都
の
人
な
り
き
。 

札
幌
は
寔
（
ま
こ
と
）
に
美
し
き
北
の
都
な
り
。
初
め
て
見
た
る
我
が
喜
び
は
何

に
か
例
へ
む
。
ア
カ
シ
ヤ
の
並
木
を
騒
が
せ
、
ポ
プ
ラ
の
葉
を
裏
返
し
て
吹
く
風

の
冷
た
さ
。
札
幌
は
秋
風
の
国
な
り
、
木
立
の
市
な
り
。
お
ほ
ら
か
に
静
か
に
し

て
人
の
香
よ
り
は
樹
の
香
こ
そ
勝
り
た
れ
。
大
な
る
田
舎
町
な
り
、
し
め
や
か
な

る
恋
の
多
く
あ
り
さ
う
な
る
郷
な
り
、
詩
人
の
住
む
べ
き
都
会
な
り
。
此
処
に
住

む
べ
く
な
り
し
身
の
幸
を
思
ひ
て
、
予
は
喜
び
且
つ
感
謝
し
た
り
。
あ
は
れ
万
人

の
命
運
を
司
ど
れ
る
自
然
の
力
は
、
流
石
に
此
哀
れ
な
る
詩
人
を
も
捨
て
ざ
り
け

ら
し
。 

札
幌
に
似
合
へ
る
も
の
は
、
幾
層
の
高
楼
に
非
ず
し
て
幅
広
き
平
屋
造
り
の
大

建
物
な
り
、
自
転
車
に
非
ず
し
て
人
力
車
な
り
、
朝
起
き
の
人
に
あ
ら
ず
し
て
夜

遅
く
寝
る
人
な
り
、
際
立
ち
て
見
ゆ
る
海
老
茶
袴
に
非
ず
し
て
、
し
と
や
か
な
る

紫
の
袴
な
り
。
不
知
、
北
門
新
報
の
校
正
子
、
色
浅
黒
く
肉
落
ち
て
、
世
辞
に
拙

く
眼
の
み
光
れ
る
、
よ
く
此
札
幌
の
風
物
と
調
和
す
る
や
否
や
。 

（
北
門
新
報 

明
治
四
十
年
九
月
十
八
日
） 

 



石
川
啄
木
の
札
幌
ゆ
か
り
作
品 

 

『一
握
の
砂
』（一
九
一
〇
、
東
雲
堂
）よ
り 

 
 
 
 

忘
れ
が
た
き
人
人 

札
幌
に 

か
の
秋
わ
れ
の
持
て
ゆ
き
し 

し
か
し
て
今
も
持
て
る
か
な
し
み 

 

ア
カ
シ
ヤ
の
街
樾
（
な
み
き
）
に
ポ
プ
ラ
に 

秋
の
風 

吹
く
が
か
な
し
と
日
記
（
に
き
）
に
残
れ
り 

 

し
ん
と
し
て
幅
廣
き
街
の 

秋
の
夜
の 

玉
蜀
黍
の
焼
く
る
に
ほ
ひ
よ 

 

わ
が
宿
の
姉
と
妹
の
い
さ
か
ひ
に 

初
夜
過
ぎ
ゆ
き
し 

札
幌
の
雨 

 

み
ぞ
れ
降
る 

石
狩
の
野
の
汽
車
に
読
み
し 

ツ
ル
ゲ
エ
ネ
フ
の
物
語
か
な 

 

石
狩
の
都
の
外
の 

君
が
家 

林
檎
の
花
の
散
り
て
や
あ
ら
む 

 

  

『悲
し
き
玩
具 

一
握
の
砂
以
後
』（一
九
一
二
、
東
雲
堂
）よ
り 

石
狩
の
空
知
郡
（
ご
ほ
り
）
の 

牧
場
の
お
嫁
さ
ん
よ
り
送
り
来
し 

バ
タ
か
な
。 

 

橘
智
恵
子
（
１
８
８
９
～
１
９
２
２
） 

札
幌
の
林
檎
農
家
・
橘
仁
の
家
に
生
ま
れ
る
。
函
館

の
弥
生
尋
常
小
学
校
で
啄
木
と
３
カ
月
間
同
僚
。
北
村
謹
に
嫁
ぎ
二
男
五
女
を
も
う
け
た
が
産
褥

熱
の
た
め
に
３
３
歳
で
亡
く
な
っ
た
。 

 

  
 

 

 



石
川
啄
木
略
年
譜
（札
幌
時
代
を
中
心
に
）  

 

（石
川
啄
木
記
念
像
設
立
期
成
会
編
『啄
木
と
札
幌
』１
９
８
１
年
ほ
か
参
照
） 

明
治
19
年
（
１
８
８
６
） 

 

２
月
20
日
、
岩
手
県
南
岩
手
郡
日
戸
村
（
現
・
盛
岡
市
玉
山
区
日
戸
）
の
常
光

寺
に
父
・
一
禎
、
母
・
カ
ツ
の
長
男
と
し
て
誕
生
。「
一
」（
は
じ
め
）
と
名
付
け

ら
れ
る
。
姉
に
サ
ダ
、
ト
ラ
。
一
禎
は
同
寺
22
世
住
職
。 

明
治
20
年
（
１
８
８
７
） 
１
歳 

 

３
月
30
日
、
父
・
一
禎
の
転
住
に
よ
り
、
渋
民
の
宝
徳
寺
に
移
る
。 

明
治
24
年
（
１
８
９
１
） 

５
歳 

 

５
月
２
日 

学
齢
よ
り
１
年
早
く
岩
手
郡
渋
民
尋
常
小
学
校
に
入
学
。 

明
治
28
年
（
１
８
９
５
） 

９
歳 

 

４
月
２
日
、
盛
岡
高
等
小
学
校
に
入
学
。 

明
治
31
年
（
１
８
９
８
） 

12
歳 

 

４
月
25
日
、
盛
岡
中
学
校
に
１
２
８
人
中
10
番
目
の
成
績
で
入
学
。 

明
治
35
年
（
１
９
０
２
） 

16
歳 

 

10
月
、
退
学
届
を
出
し
て
上
京
。
与
謝
野
晶
子
の
新
詩
社
に
入
っ
た
が
、
翌
年

志
を
得
ず
帰
郷
。 

明
治
36
年
（
１
９
０
３
） 

17
歳 

 

12
月
１
日
、『
明
星
』
に
啄
木
筆
名
で
詩
「
愁
調
」
が
載
る
。 

明
治
37
年
（
１
９
０
４
） 

18
歳 

 

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
次
姉
ト
ラ
夫
妻
を
小
樽
に
訪
ね
る
。 

明
治
38
年
（
１
９
０
５
） 

19
歳 

 

４
月
、
一
家
は
宝
徳
寺
を
去
り
盛
岡
市
に
転
居
。
５
月
処
女
詩
集
『
あ
こ
が
れ
』

刊
行
。
堀
合
節
子
と
結
婚
。 

明
治
39
年
（
１
９
０
６
） 

20
歳 

 

２
月
、
次
姉
ト
ラ
夫
妻
を
函
館
に
訪
ね
る
。
４
月
11
日
、
渋
民
尋
常
高
等
小
学

校
の
代
用
教
員
と
な
る
。
12
月
、
長
女
・
京
子
誕
生
。 

 

【
函
館
時
代
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

明
治
40
年
（
１
９
０
７
） 

21
歳 

 

４
月
、
同
校
退
職
。
５
月
４
日
、
渋
民
を
離
れ
函
館
に
向
か
い
、
５
日
函
館
到

着
。
青
柳
町
に
住
み
、「
紅
苜
蓿
」
編
集
に
携
わ
る
。
５
月
に
函
館
商
業
会
議
所
臨

時
雇
。
６
月
に
弥
生
尋
常
小
学
校
の
代
用
教
員
と
な
り
、
女
教
員
橘
智
恵
子
を
識

る
。
８
月
、
函
館
日
日
新
聞
社
の
遊
軍
記
者
を
兼
ね
る
。
同
25
日
函
館
大
火
に
遭

遇
、
勤
め
先
を
失
う
。
向
井
永
太
郎
（
夷
希
微
）
に
札
幌
へ
の
就
職
を
依
頼
。 

 

【
札
幌
時
代
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

９
月
13
日
札
幌
に
向
か
い
、
14
日
、
小
樽
に
途
中
遊
下
車
し
て
姉
ト
ラ
夫
妻
の
家

に
立
ち
寄
り
、
単
身
で
午
後
１
時
札
幌
に
入
る
。
向
井
の
宿
で
あ
る
北
７
条
西
４

丁
目
田
中
サ
ト
方
に
下
宿
。 

９
月
15
日
午
後
、
市
中
を
回
り
、
夜
、
同
郷
の
小
国
露
堂
の
厚
意
で
北
門
新
報
社

長
村
上
祐
と
会
う
。 

16
日
か
ら
北
門
新
報
社
に
校
正
係
と
し
て
勤
務
。 



18
日
の
紙
面
に
「
北
門
歌
壇
」
と
「
秋
風
記
」
掲
載
。 

20
日
、
小
国
よ
り
「
小
樽
日
報
へ
乗
替
の
件
秘
密
相
談
あ
り
」。 

21
日
、
妻
子
が
小
樽
よ
り
来
て
日
帰
り
。 

23
日
、
小
国
の
宿
（
幸
栄
館
・
北
１
西
10
）
で
初
め
て
先
輩
詩
人
で
「
北
鳴
新
報
」

記
者
の
野
口
雨
情
と
会
う
。
と
も
に
小
樽
日
報
社
に
転
ず
る
こ
と
と
す
る
。 

27
日
、
北
門
新
報
社
を
辞
し
て
小
樽
へ
。 

 

【
小
樽
時
代
】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

10
月
２
日
、
花
園
町
に
間
借
り
し
母
と
妻
子
と
の
新
生
活
始
ま
る
。
15
日
に
「
小

樽
日
報
」創
刊
。し
ば
し
ば
札
幌
に
出
て
北
海
タ
イ
ム
ス
な
ど
へ
の
就
職
を
画
策
。

12
月
12
日
に
小
林
寅
吉
に
暴
力
を
ふ
る
わ
れ
て
退
社
を
決
意
。
21
日
の
紙
面
に

退
社
広
告
を
掲
げ
た
が
、
一
家
の
生
活
は
困
窮
を
極
め
る
。 

 

【
釧
路
時
代
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

明
治
41
年
（
１
９
０
８
） 

22
歳 

 

１
月
13
日
、
白
石
小
樽
日
報
社
長
が
経
営
す
る
釧
路
新
聞
社
に
入
社
が
決
定
。

19
日
、
単
身
小
樽
を
発
ち
、
岩
見
沢
と
旭
川
に
各
１
泊
、
21
日
夜
半
に
釧
路
に
着

く
。
州
崎
町
に
下
宿
を
定
め
、
22
日
に
釧
路
新
聞
社
に
出
社
、
編
集
長
格
と
し
て

活
躍
。
こ
の
間
、
芸
者
小
奴
と
親
し
む
な
ど
生
活
は
華
や
か
で
あ
っ
た
。
３
月
28

日
に
離
釧
を
決
意
し
、
４
月
５
日
に
酒
田
丸
で
釧
路
を
去
り
、
函
館
・
小
樽
に
滞

在
の
後
、
家
族
を
宮
崎
郁
雨
に
托
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇
◇ 

４
月
24
日
海
路
上
京
。
５
月
４
日
東
京
本
郷
区
、
森
川
町
赤
心
館
に
下
宿
。
９
月
、

金
田
一
京
助
の
厚
意
で
下
宿
を
本
郷
の
蓋
平
館
別
荘
に
移
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

明
治
42
年
（
１
９
０
９
） 

23
歳 

 

１
月
１
日
「
ス
バ
ル
」
創
刊
。
発
行
名
義
人
と
な
る
。
３
月
１
日
、
東
京
朝
日

新
聞
社
校
正
係
に
採
用
さ
れ
、
出
社
。
４
月
７
日
、
ロ
ー
マ
字
日
記
を
書
き
始
め

る
。
６
月
、
妻
子
を
迎
え
、
住
ま
い
を
本
郷
の
喜
之
床
２
階
に
移
す
。
10
月
、
節

子
、
義
母
と
の
確
執
か
ら
京
子
を
連
れ
て
盛
岡
の
一
時
実
家
に
帰
る
。 

明
治
43
年
（
１
９
１
０
） 

24
歳 

 

 

６
月
の
幸
徳
事
件
で
政
治
社
会
的
に
大
き
く
開
眼
。
10
月
４
日
長
男
・
真
一
誕

生
す
る
が
生
後
24
日
目
に
永
眠
。
12
月
１
日
第
一
歌
集
『
一
握
の
砂
』
刊
行
。 

明
治
44
年
（
１
９
１
１
） 

25
歳 

 

２
月
に
慢
性
腹
膜
炎
で
東
大
病
院
に
入
院
し
、
翌
月
退
院
し
た
が
、
す
で
に
肺

を
冒
さ
れ
病
状
悪
化
の
一
途
を
た
ど
る
。
８
月
、
小
石
川
区
久
堅
町
へ
転
居
。 

明
治
45
年
（
１
９
１
２
） 

26
歳 

 

３
月
７
日
、
母
・
カ
ツ
永
眠
。
４
月
13
日
午
前
９
時
30
分
、
父
・
一
禎
、
妻
・

節
子
、
若
山
牧
水
に
看
取
ら
れ
て
、
啄
木
永
眠
。
６
月
20
日
歌
集
『
悲
し
き
玩
具
』

刊
行
。 

大
正
２
年
（
１
９
１
３
） 

 

５
月
５
日
、
妻
・
節
子
永
眠 

 
 

（
新
聞
題
字
の
一
部
は
池
田
功
の
リ
ー
フ
「
啄
木
の
軌
跡
」
よ
り
転
載
） 


